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【目　的】種々の化学物質のヒトへの曝露量の90％以上は食事を介していると考えられている。従って、食品を介した有害化学物質の摂取量を推定することは、公衆衛生上極めて重要である。福井県では、県内で流通する食品を対象としてマーケットバスケット方式により日常食を介した汚染物質摂取量の推定を行ったので、その結果を報告する。

【方　法】試料の調製は、平成22年度から24年度に毎年1回行なった。まず、「国民栄養調査食品群別表」により食品を採取し、13の食品群＊に分けた。次にそれぞれの食品を必要に応じて通常調理し、北陸における食品の摂取量に基づいて各群を均一に混合して試料とした。また、福井市の上水道水をⅩⅣ群とした。
＊Ⅰ群；米、Ⅱ群；雑穀・芋、Ⅲ群；砂糖・菓子、Ⅳ群；油脂、Ⅴ群；豆・豆加工品、

　　　　　Ⅵ群；果実、Ⅶ群；有色野菜、Ⅷ群；野菜海草、Ⅸ群；嗜好飲料、Ⅹ群；魚介類、
　　　　　ⅩⅠ群；肉・卵、ⅩⅡ群；乳・乳製品、ⅩⅢ群；調味料その他、ⅩⅣ群；飲用水

　分析項目は、有機塩素系農薬（HCH類、DDT類、ディルドリン、HCE、HCB）および有機リン系農薬（マラチオン、ダイアジノン、MEP）、その他の農薬116項目、PCBおよび金属7項目（鉛、ヒ素、カドミウム、水銀、銅、マンガン、亜鉛）とした。
【結果および考察】１）農薬類：有機塩素系農薬5項目および有機リン系農薬3項目は、いずれの年度においても全試料群から検出されなかった。これらの農薬の摂取量は全国的にも近年は非常に低い値で推移している。その他の農薬では、平成22年度と23年度にイマザリルがⅥ群（果実）で、オキサミルがⅦ群（有色野菜）で検出されたが、ADI（一日許容摂取量）と比較してイマザリルは0.1％以下、オキサミルは0.2～0.4％と、低値であった。

２）PCB：すべての年度でⅩ群（魚介類）でのみ検出され、一日摂取量は0.005～0.551
μg/man/dayであった。これは全国値とほぼ同程度であり、暫定ADIおよびWHOの評価基準に比較して低値であった。
３）金属類：鉛の摂取量は、JECFA制定の暫定週間耐容摂取量(PTWI)の7～12％であった。すべての食品群から検出され、高値となる群は年によって異なっていた。ヒ素は、Ⅷ群（野菜・海草）とⅩ群（魚介類）からの検出が大部分を占め、仮に検出値のすべてを無機ヒ素とすると、PTWIの2.4～4.8倍となった。ヒ素の検出値は他県と比較しても高値であり、調査法や分析法を含めこの原因について今後調査を行う予定である。カドミウムはⅠ群（米）が最も高く、PTWIの31～53％であった。水銀はⅩ群（魚介類）とⅠ群（米）からの検出が大部分を占め、PTWIの12～23％であった。銅、マンガン、亜鉛はすべての食品群に検出され、「日本人の食事摂取基準（2010年版）」と比較すると、銅およびマンガンは推奨量または目安量とほぼ同程度であったが、亜鉛は推奨量を下回っていた。
この研究は、厚生労働科学研究費補助金「食品を介したダイオキシン類等有害物質摂取量の評価とその手法開発に関する研究」への研究協力として行われた。
